
1年次で歴史学の基礎を学び、2・3年次では、
史料講読・古文書研究や各時代史の科目を
通じて専門性を高めながら実証と解釈を学び、
物事の本質を捉える目をじっくりと養います。4
年次では、自ら歴史像を構築しながら卒業論文
を執筆し、論理的な思考力を身につけます。

文学部

歴 史 学 科 日 本 史 学 専 攻
実 践的に歴史を学び、自己を育て、社会に役立てる力をつける

　学科の特色

じっくりと実践的に、
歴史を学びます

古代史・中世史・近世史・近現代史の各時
代に2名ずつ、計8名の専任教員が揃っており、
専門分野がとても充実しています。宗教史、思
想史、政治史、経済史、社会史、外交史、文
化史、地方史に関する科目を幅広く開講し、学
生の多様なニーズに確実に応えます。

広く、深く、体系的に
歴史を学びます

歴史の現場に自ら赴き、その空間を体感してこそ
見えてくる世界があります。こうして学んだ歴史を、
将来の仕事に生かすことができます。歴史学科
では、中学（社会）・高校（地歴・公民）の教員
免許、学芸員資格講座、学校図書館司書教諭
講座などを揃え、皆さんを全力でサポートします。

現場で歴史を学び、
それを社会で生かす道を提供します

専門教育科目

科目名 学年
1 2 3 4

日本史学基礎演習　❶ ■

日本史概説 ■

日本史学史 ■ ■

日本史学演習Ⅰ ■

日本史学演習Ⅱ ■

卒業論文 ■

日本史史料講読Ⅰ～Ⅳ　❷ ■

東洋史概説 ■ ■ ■ ■

西洋史概説 ■ ■ ■ ■

日本考古学概説 ■ ■ ■ ■

外国考古学概説 ■ ■ ■ ■

史学概論 ■ ■ ■ ■

古文書研究Ⅰ・Ⅱ　❸ ■ ■ ■

記録史料学Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

日本古代史 ■ ■ ■

日本中世史 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

日本近世史 ■ ■ ■

日本近代史 ■ ■ ■

日本史特講Ⅰ～Ⅷ　❹ ■ ■ ■

外国史各説Ⅰ～ⅩⅦ ■ ■ ■

東洋史特講Ⅰ～Ⅴ ■ ■ ■

西洋史特講Ⅰ～Ⅷ ■ ■ ■

外国史学文献史料講読Ⅰ～ⅩⅥ ■ ■ ■

考古学各説Ⅰ～Ⅳ ■ ■ ■

考古学特講Ⅰ～Ⅷ ■ ■ ■

考古学史 ■ ■ ■

日本仏教史　❺ ■ ■ ■

日本文化史 ■ ■ ■

西洋文化史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

有職故実　❻ ■ ■ ■

日本民俗学 ■ ■ ■

歴史地理学A／B ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

人文地理学概説 ■ ■ ■

地誌学　❼ ■ ■ ■

哲学史　❽ ■ ■ ■

仏教美術史 ■ ■ ■

西域美術史 ■ ■ ■

美術史概説　❾ ■ ■ ■

ラテン語 ■ ■ ■

ギリシャ語 ■ ■ ■

社会経済史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

仏教史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

政治思想史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

総計：474人
2018年5月1日時点

女子：202人
（43%）

男子：272人
（57%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：76単位
全学共通科目：30単位
広  域  選  択：18単位

■ 必修：26単位
■ 選択必修：24単位
■ 選択：26単位

卒業に必要な単位124単位

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 自ら歴史像を構築できるようになる。
■ 客観的かつ、論理的に物事を考えられるようになる。
■ 資料の調査、解読を通して、理論の構築と実証する力が備わる。

4年間で身につく力

歴史研究を行う専門科目への導入として、日本史のおおまかな流れを押さ
え、歴史研究の基礎的方法を学ぶ。

1
年次

2年次から3年次には、各自が学びたい時代・分野に関する専門的知識を
習得する。特に史料講読Ⅰ～Ⅳは、実証的に研究するための重要な科目と
なっている。

3・4年次の日本史学演習Ⅰ・Ⅱでは、史料の解読力を身につけるとともに、
各自の研究テーマに合わせて、卒業論文を執筆するための調査・研究方
法を学ぶ。学びの集大成として、卒業論文の作成に取り組む。

■ 古代の酒―起源と用途を中心に―
■ 古代情報網の確立と崩壊
■ アマテラス信仰の成立過程について
■ 伊賀国黒田荘の成立過程と天喜事件
■ 織田信長の畿内平定と延暦寺焼き討ち

■ 江戸歌舞伎の展開と幕府統制
■ 鯰絵から見る民衆意識
■ 明治初期における旧会津藩士の処遇
■ 学歴貴族とベースボール

卒論テーマ・研究課題例

有職故実とは、古来の伝統に基づいた朝廷や公家、武家の法
令や儀礼、慣習のことをいいます。画像や映像を多く用いなが
らこれらについて学び、中古・中世の生活への理解を深めます。

❻ 有職故実

古代からルネサンスにかけての西洋美術の歴史をたどります。
描かれる物や形、出来事から、作品と人々、社会との関係を
読み解くその手法は、歴史を学ぶ上での基礎力となります。

❾ 美術史概説

古代から近現代までの政治や経済だけでなく、交通や宗教、
技術やメディアの歴史など、幅広いテーマの講義から選択でき
ます。興味のある分野について、専門的に深く学びます。

❹日本史特講Ⅰ〜Ⅷ

地誌学とは、あらゆる要素を加味してその地域性を読み解く
学問です。ここでは、日本の地誌を、中学で学ぶ基本レベル
までさかのぼって学習。各地方の特徴を理解していきます。

❼ 地誌学

インドで生まれた仏教はどのように日本に伝わり、そして広まっ
たのでしょうか。インド、中国、朝鮮半島との関わりや、日本
の一般民衆の抱える苦悩など、多角的に考察していきます。

❺日本仏教史

古代ギリシャから、アリストテレス、カントなど、西洋の哲学者
の思考を解説します。物事の本質を突き詰めた彼らの考えを
学び、論理的な思考力と、革新的な発想力を養います。

❽哲学史

歴史研究に欠かせないのが、史料から事実を読み解く力で
す。この講義では中世・近世文書を中心に内容を理解すると
ともに、花押や料紙、筆跡といった観点についても解説します。

❸ 古文書研究Ⅰ・Ⅱ
日本史学の研究手法の基礎を身につけることを目指します。
導入として、歴史学・歴史研究についての講義を、その後、
学生の個人研究と発表を行い、実践的に学びます。

❶日本史学基礎演習
古代から近代にかけての史料の中から、各時代に関するさま
ざまな文書を取り上げ、講読していきます。書かれている内
容だけでなく、歴史的背景についても学んでいきます。

❷日本史史料講読Ⅰ〜Ⅳ
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在 学 生 m e s s a g e

青山 あすか
歴史学科日本史学専攻 4年
栃木県立真岡女子高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 古文書研究Ⅱ ロシア語Ⅱa 日本民俗学
2 考古学各説Ⅱ 外国史学文献史料購読XV 英語圏文化研究a ロシア語ⅠBa
3 英語ⅡAa 日本史史料購読Ⅲ
4 日本近世史 日本史特講Ⅴ 記録史料学I
5 自然環境論I 英語ⅡBa
6

　元々、日本史は教科書に書かれている以上のことを知りたい
と思うほど好きな科目で、必然的に歴史学科を選びました。歴史
学というとひたすら史料を読むという印象がありましたが、学外へ
出て史跡や博物館を訪れるフィールドワークも多く、歴史的価値
の高い古文書などを見せていただくなど、わくわくしながら学びを
深めています。なにより高校の歴史とは違い、興味のある分野を

とことん掘り下げられるのがいいですね。いま、気になっているの
が近世における男装・女装文化です。ええじゃないかの史料で
は、男装・女装の姿がみられ、異装することの意味や周囲の人々
の反応について深く研究していきたいと考えています。古文書に
つきものの、くずし字の解読には苦労していますが、史料を読め
ば読むほど、新しい発見があるので興味がつきません。

近世の男装・女装文化について調べています

2年次前期の時間割

記録史料（アーカイブズ）を取り扱う上での、基本的な知識と
技能を身につけることを目的にした授業です。近代日本におけ
る国や地方自治体の記録システム（文書が記録として保存さ
れる制度）、古文書を含めた記録史料の取り扱い方、情報資
源の保存と活用といった実践的な視点も交えて講義します。
さらに、公文書館の見学（年2回）も予定しています。

▶ 学 科  T O P I C S
記録史料学Ⅱ

一般企業をはじめ、教員や学芸員、公務員、教育産業で活躍
しています。

卒業後の進路

東京急行電鉄／三井食品／静岡銀行／武蔵野銀行／日本生命保険／
クラブツーリズム／プリンスホテル／江戸川区役所／埼玉県教育委員会
（教員）

主な就職先 ※2018年3月卒業生実績

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

教 員 m e s s a g e

　約265年間も続いた江戸時代は、一般に平和だったといわれ
ています。経済発展もみられ、さまざまな文化や娯楽が生まれ、さ
ぞかし明るい時代だったのではないかと思っている人も多いこと
でしょう。しかし、決して明るいことばかりではありません。ひとたび
大飢饉や災害がおきれば、人々の生存環境は著しく後退します。
一見すると華やかな江戸文化や地味な農村の暮らしの背後にど
のような歴史が隠されているのか。私が研究しているのは、そんな
江戸時代に都市・農村で暮らしていた人々の社会です。地域の
寺院や神社を訪ねては、そこに残されている古文書や文献をひも

新しい江戸時代像をもとめて

とき、丹念に検証していく作業は地道で派手さのないものですが、
たとえ小さなものでも発見があれば大きな感激に包まれます。また、
事実を探っていく作業ですから観察眼が養われ、正しくものを見
極める力がつきます。情報が日増しに氾濫する時代だからこそ、
偽者の情報に踊らされない確かな「目」は、生きる上での武器とな
り、社会生活の中でも大いに評価されるに違いありません。いま、
各地域の文化財保護は大きな岐路にたっています。歴史学科で
学んだ知識と技術を生かして、一人でも多くの人が地域の歴史
や文化を守る現場で活躍してほしい、心からそう願っています。

菅野 洋介
専門：日本近世史

菅野先生の研究
実績はこちらから
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